
プログラム

講演会場（1 階 国際ホール）

開会式 9 : 50～10 : 00

特別講演 10 : 00～10 : 50

	 褥瘡対策 2023

司 会：石澤 美保子（奈良県立医科大学 医学部看護学科 成人急性期看護学）

演 者：真田 弘美（石川県立看護大学 / 東京大学 名誉教授）

共 催：株式会社ケープ

一般演題１ 11 : 00～11 : 50

座 長：生島 繁樹（奈良県総合医療センター 薬剤部）

加藤 裕子（つながる訪問看護ステーション）

O-1	 低栄養状態患者の褥瘡ケアに難渋した一症例

	 河村 淳一郎（京都民医連あすかい病院 看護部 地域包括ケア病棟）

O-2	 COVID-19 専門病棟における褥瘡対策の病棟常駐薬剤師の介入

	 西澤 英之（奈良県総合医療センター 薬剤部）

O-3	 同一部位に再発する創傷に対し、環境調整が効果的だった一例

	 三宅 方子（株式会社 MNN つながる訪問看護ステーション原山台出張所）

O-4	 災害避難所での褥瘡リスクの検討

	 ―プラスチックシートとダンボールベッドに臥床時の仙骨部接触圧の比較―

	 小山 恵美子（姫路大学 看護学部）

O-5	 集中治療室の褥瘡予防に対する皮膚・排泄ケア認定看護師と集中ケア認定看護師の協働

	 福嶋 智子（大阪赤十字病院 看護部）

O-6	 臨床に活かせた外用薬の研修　―受講前後のアンケート調査からの振り返り―

	 馬渕 由季（奈良県立医科大学附属病院 看護部）

O-7	 褥瘡治療におけるメチルロザニリン塩化物（ピオクタニンブルー）の有用性について

	 田邉 洋（天理よろづ相談所病院 皮膚科）
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ランチョンセミナー 12 : 10～13 : 00

	 チームで実践できるポジショニングケアの標準化

司 会：中村 義徳（公益財団法人 天理よろづ相談所病院 白川分院 在宅世話どりセンター）

演 者：下元 佳子（一般社団法人 ナチュラルハートフルケアネットワーク）

共 催：アルケア株式会社

一般演題2 13 : 45～14 : 45

座 長：正壽 佐和子（社会医療法人大道会 森之宮病院 看護部）

日髙 正巳（兵庫医科大学 リハビリテーション学部 理学療法学科）

O-8	 介護不十分の未成年在宅車椅子褥瘡保有者のシーティング外来介入の経験

	 溝井 昌子（市立奈良病院 リハビリテーション室）

O-9	 病棟スタッフの意見に基づいたポジショニング提示方法の変更によるポジショニングへの意識改善

	 原 辰伍（医療法人協和会 川西市立総合医療センター）

O-10	 脊椎後方手術における顔面の皮膚障害予防に取り組んで

	 辞本 晃大（奈良県総合医療センター 看護部 中央手術部）

O-11	 COVID-19 患者の腹臥位療法中に鼻尖部に形成した褥瘡の一例

	 中島 綾子（奈良県立医科大学附属病院 看護部 集中治療部）

O-12	 重症うつ病患者で経験した褥瘡治癒までの過程

	 重森 久恵（社会医療法人平和会 吉田病院 薬剤科）

O-13	 「シーティング外来」による難治褥瘡の患者協力の指導と再発予防

	 鬼頭 雄也（市立奈良病院 褥瘡対策チーム）

O-14	 フットケア外来における慢性期脊髄損傷者の足の褥瘡予防への取り組み

	 野田 洋子（奈良県総合リハビリテーションセンター 看護部）

O-15	 A 病棟における「スキンーテア」認識向上に向けた取り組み

	 伊庭 彩（医療法人社団石鎚会 同志社山手病院）
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教育講演 14 : 50～15 : 40

	 お悩み解決！テープの選び方と使い方のコツ ～病院と在宅をつなぐ WOC ケア～

司 会：河合 勝也（京都桂病院 形成外科）

演 者：渡邉 光子（関西労災病院 看護部）

共 催：ニチバン株式会社

閉会式 15 : 40～15 : 50
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